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序
本書は、令和６年度に鳥取市教育委員会が実施した布勢遺跡の発掘調

査の成果を報告したものです。
布勢遺跡は、湖山池東岸の丘陵部上に位置する国指定文化財布勢古墳

の周囲に広がる遺跡で、古くは弥生時代の遺構が確認され、中世には因
幡の中心地として大いに栄えた土地であります。
今回の調査でも多くの遺構、遺物が確認されましたが、これらは地域

の先人たちの生活を語る歴史資料であり、後世に継承していかなければ
ならない市民の貴重な財産です。文化財保護を推し進めている私共とい
たしましては、こうした開発と文化財の共存を図るべく関係諸機関と協
議を重ね、円滑に文化財行政を進めているところです。
今後も、埋蔵文化財の適切な保護、保存に努めるとともに、その調査

成果を速やかに報告、公開することで積極的な情報発信を進めてまいり
たいと考えております。本書が私たち郷土の歴史の解明や今後の調査研
究の一助となれば幸いです。
最後となりましたが、この調査にあたっては、鳥取県地域社会振興部

文化財局とっとり弥生の王国推進課関係各位の格別なご指導・ご協力を
仰ぎながら、土地所有者や作業員の方々の熱意により、ようやく調査を
終了することができました。ここに深く感謝を申し上げる次第でありま
す。

令和７年３月

鳥取市教育委員会
教育長 河 井 登志夫



例 言
１．本書は、個人住宅建設事業に伴い、令和６年度（２０２４）に国・県補助を得て、鳥取市教育委員会が実
施した布勢遺跡の発掘調査報告書である。

２．布勢遺跡の調査地は鳥取県鳥取市布勢３４２―８に所在し、調査面積は１３６㎡である。
３．発掘調査に際しては公益財団法人 鳥取市文化財団の支援を受けた。
４．遺跡での掘削作業、記録作成、室内の整理作業、報告書作成は鳥取市教育委員会が監理し、公益財
団法人 鳥取市文化財団が行った。

５．本書で示す方位は第１・２図が平面直角座標北を示し、その他は磁北である。
６．本書で示す標高値はメートル表記である。標高値は東京湾平均海面（T.P）値を使用した。
７．本書に使用する色調は『新版 標準土色帖』（農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日
本色彩研究所 色票監修）に従って記載した。

８．発掘調査によって作成された記録類及び出土遺物は鳥取市教育委員会が保管している。
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第１図 布勢遺跡調査地位置図（S＝１：２，５００）



第１章 発掘調査の経緯
第１節 発掘調査にいたる経緯
今回の発掘調査は個人住宅建設に伴って実施したものである。開発事業区域は周知の埋蔵文化財包蔵
地「布勢遺跡」に該当しており、令和３年度には周辺開発に伴い、同地で試掘調査を実施し、ピットや土
壙、溝状遺構などを検出、土師器皿や古墳時代前期の土師器片などが出土した。このことから、今回の
開発行為に先立ち、記録保存のための発掘調査を実施することとなった。
本事業については、令和５年度に協議を開始、対象が個人住宅の建設であることから、調査費用は公
費負担とした。なお、調査費用は４，７２６，２４３円である。
伴い令和６年５月１４日付で文化財保護法第９３条第１項に基づく届出がされると、これを受けて令和６
年５月１６日付第２０２４０００４８７３０で鳥取県知事より発掘調査の通知が発出された。記録保存の現地調査期間
は令和６年７月２日から９月６日までである。なお、現地調査から報告書作成までの作業は公益財団法
人鳥取市文化財団の支援を受けた。

第２節 調査体制
発掘調査及び報告書作成時の組織体制は以下のとおりである。
調査期間 令和６年７月２日～９月６日
調査面積 １３６㎡
鳥取市教育長 尾室 高志（～９月）

河井登志夫（１０月～）
鳥取市教育委員会事務局文化財課課長 佐々木孝文

課長補佐兼鳥取城整備推進係長兼文化財専門員 加川 崇
保存整備係 主 幹 中山 和之

係長兼文化財専門員 坂田 邦彦
主 事 秋本 恵美、椿 保奈瀬

鳥取城整備推進係 主幹兼文化財専門員 細田 隆博
技 師 岡垣 頼和
会計年度任用職員 長谷 早紀、松本 幸子

鳥取市埋蔵文化財センター 所 長 浅井 俊彦
副 所 長 谷口 恭子（調査担当）
調査事務 川上 麻里
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第２章 遺跡の位置と歴史的環境
布勢遺跡は鳥取市布勢に所在する。日本海沿岸の砂丘地後背に形成された潟湖である湖山池（周囲

１７．５㎞）の東沿岸にはそれぞれ独立丘陵である卯山（標高３０m）と天神山（標高２５m）がそびえる。布勢遺
跡は湖山池を見下ろす卯山の北西および北側緩斜面に広がる遺跡である。布勢遺跡から西側に見下ろす
湖山池の沿岸域を中心に分布し、各時代の様々な遺跡が展開する。
［縄文時代］古くは旧石器～縄文時代草創期の可能性がある有茎尖頭器が大桷遺跡で見つかっている。続
く縄文時代早期前葉の遺物が高住井出添遺跡、前期中葉の高住平田遺跡、前期末の良田中道遺跡、桂見
遺跡、東桂見遺跡などで出土し、湖山池南岸地域で多くの縄文遺跡が展開する。中期以降、東岸の天神
山遺跡、湖山第２遺跡、後期に入ると青島遺跡、桂見遺跡、布勢第１遺跡など遺跡数が増加する。布勢
第１遺跡では漆塗の壺や腕輪、桂見遺跡では外洋交易用と内海用の丸木舟が出土している。
［弥生時代］縄文時代晩期と弥生時代前期の土器の共伴が桂見遺跡、大桷遺跡などで知られており、湖山
第１遺跡では晩期突帯文土器と弥生時代前期後葉、中期・後期の土器が出土している。中期後半になる
と湖山第２遺跡や布勢第２遺跡の竪穴建物などの調査例があり、段丘状の微高地に立地する遺跡が目立
ち始める。後期に入ると帆城遺跡をはじめ飛躍的に遺跡数が増加、各遺跡内の住居数も増し、古墳時代
へ続く傾向がある。拠点集落である松原田中遺跡では水田と碧玉製玉作り工房等が、高住牛輪谷遺跡や
高住井出添遺跡では中期の大規模な木組み堰や護岸が調査されている。祭祀遺跡として青島遺跡、塞ノ
谷遺跡、高住宮ノ谷は流水文銅鐸出土推定地である。弥生墳墓としてガラス玉・鉄製品をもつ後期前半
の松原１号墓、後期中葉の布勢鶴指奥１号墓、後期後葉に辺４０m規模の西桂見墳丘墓、桂見墳丘墓、終
末期の里仁１～３号墓が築造される。
［古墳時代］古墳時代に入り、墳丘規模や長大な木棺から舶載鏡の出土など卓越した規模・内容の桂見２
号墳が出現する。この他に湖山池沿岸丘陵に弥生墳墓の系譜を引く小規模な方墳が、その後次第に円墳
が築造されるようになる。前方後円墳として前期中葉の本高１４号墳（全長６３m）、中期とされる里仁２９号
墳（全長８５m）、県内最大規模の桷間１号墳（全長１１０m）等が点在する。後期になると卯山に布勢１号墳
（全長６０m）、桂見６号墳（全長２４．５m）、濃山丘陵に大熊段１号墳、三浦１号墳とやや小規模な前方後円
墳が築かれる。横穴式石室はやや導入が遅れ、６世紀中葉の葦岡長者古墳、後葉の倉見９号墳、高住１２
号墳等の調査例がある。高住牛輪谷遺跡では切妻造の家形陶棺片が出土、終末期古墳として７世紀中頃
の山ケ鼻古墳、松原１号横穴墓等がある。集落は湖山第２遺跡など弥生時代から続く遺跡が多く、西桂
見遺跡では古墳築造期になると集落が丘陵上から斜面へと下る傾向があり、丘陵裾の現集落と一部重複
する立地と考えられている。
［歴史時代］７世紀後半、千代川左岸一帯に高草評が立評され、律令体制下、因幡国高草郡に属する。７
世紀後半創建の菖蒲廃寺跡などから郡衙は古海・菖蒲付近に置かれたと推定されている。湖山池南岸は
古代山陰道の敷設周辺域であり、桂見遺跡堤谷地区、良田平田遺跡、吉岡大海廃寺ほか、官衙や寺院関
連遺跡の発見が相次いでいる。天平勝宝８（７５６）年東大寺領高庭荘が成立、１１世紀前半頃までその影響
が及ぶ。南北朝動乱後の貞治３（１３６４）年室町幕府より因幡守護に任じられた山名時氏は、卯山に日吉神
社を建立したとされ、文正元（１４６６）年山名勝豊が布施天神山城を築き守護所とした。鳥取城へ移るまで
の１００年余り、天神山と卯山周辺は因幡の政治・軍事・商業の中心として栄えた。１７世紀に描かれた古
絵図のとおり、天神山周辺では内堀や土塁の他、井戸や焼け落ちた建物跡、周縁丘陵の布勢鶴指奥墳墓
群や桂見墳墓群では中世墓が調査されている。
（引用・主要参考文献）
平凡社『日本歴史地名大系第３２巻 鳥取県の地名』１９９２年
鳥取市教育委員会『布勢遺跡―個人住宅建設事業に係る発掘調査報告書』鳥取市文化財調査報告書 第３４集 ２０２３年

２



日
 本
 海

卍

布
勢
遺
跡

第
２
図
布
勢
遺
跡
周
辺
遺
跡
分
布
図

３



⊗

□・
□・

第３章 調査の成果
第１節 布勢遺跡の概要と現状（第１・２～５図、巻頭図版１・２、図版１）
布勢遺跡は鳥取市布勢に所在する。湖山池東岸にそびえる卯山（標高３０ⅿ）の頂部を占地する国史跡布
勢古墳（布勢１号墳；全長６０m前方後円墳・６世紀前半築造）の西～北側および北東縁辺に展開する集落
遺跡である。布勢古墳の西側周辺では住宅開発がすすみ、数度の小規模な発掘調査が行われている。こ
れまでの調査で、弥生時代後期の溝状遺構や古墳時代前期の竪穴建物、中期や後期の土坑や段状遺構、
古代から奈良時代、平安時代、中世の土坑やピット状遺構、縄文土器なども出土している。また、布勢
遺跡が所在する卯山の北側には、守護所が置かれた天神山（標高２５m）とその周辺に天神山遺跡が広が
る。布勢遺跡の北側でも中世後期の京都系土師器皿や貿易陶磁器などが出土している。
今回の調査地は令和４年度調査地の北側隣接地であり、北東崖上には古墳前広場の東屋が所在する。
調査地は以前、市道際に壁面養生ブロックが施された平坦な畑地であったが、現状はブロックが除去さ
れ、東側は１．２m程高い平坦面となり一部真砂土などの盛土で養生されていた。

第２節 令和６年度の調査（第１・３～６図、図版１・２・９）
調査地の土層観察は北側敷地境界と２m離れた北壁面A―A′を用い、地形傾斜が判明した時点でB―B′

断面を援用した。調査区東側上段の一部は上層を削平されて地山ローム層が露出しており、南側につい
ても重機バケット痕など攪乱が認められた。北壁断面は第１０～１３層が令和４年度北壁第１０～１２層に対応
し、焼土塊を含む炭化層第１５・１６層が今回認められた。第２３層まで土師器底部糸切り坏が出土し、概ね

第３図 布勢遺跡令和４年度調査区全体図（S＝１：１２０）
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第４図 布勢遺跡令和６年度調査区全体図（S＝１：６０）
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第５図 布勢遺跡調査区北壁断面図、SI―０１、SD―０１～０６断面図（S＝１：６０）
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１１・１２世紀代、第２８層以下は古墳時代前期土器が含まれる。検出した遺構は令和３年度試掘Tr３調査分
を含め（遺構番号はTr３から続く）、竪穴建物１棟、土坑２基、溝状遺構８条、ピット５８基である。
１．竪穴建物 SI―０１（第４～６図、巻頭図版１・２、図版１～４）
調査区下段北西端で地山ローム層を掘り込む竪穴建物SI―０１を検出した。北西側は調査区外へ広がる

が、遺存する南東側より平面方形もしくは長方形と考えられ、東西辺６．２６m、南北４．１０mを測る。壁面
の周囲は幅９２～９８㎝の平坦面をもち、さらに２４㎝ほどの段差をとって下段底面へ続く。北壁面より東壁
は標高２０．０mまでの立ち上がりを確認、壁際平坦面まで壁高３１㎝、壁溝は深さ２２㎝を測る。底面の標高
は１９．４１～１９．２８mと西側へ緩やかに下る。底面ではP―４８～P―５３を検出したが上層からの掘り込みか浅
いものが多く、主柱穴とみられるピットは検出されなかった。第２８層以下は古墳時代前期の遺物が多く
含まれ、コンテナ約３箱分が出土している。全体的に土壌化した脆弱な個体が多い。SI―０１床面近くで
出土した取上№４～１６はいずれも古墳時代前期の遺物で、№４～９は第３５層、№１０・１１は第３４層もしく
は第５５層、№１２～１６層は第５５層の出土である。このうち取上№７・１０・１１を図化（第６図２・５・１）し
た。（第６図３・４・８・９・１１）は断面B―B′およびC―C′ラインから北西区の第３３層もしくは第３４層か
ら、（６・７）は北東区の第３５層、（１０）は南西区の出土である。広口壺の口縁部（１）は復元口径２２．０㎝、
取上№６・１５と良く似た形状である。口縁端部はやや丸味のある平坦面をもち、口縁下端の稜は摘み出
される。内面頸部上位に横ハケ目を観察、口縁部内外ヨコナデ調整でハケ状の条痕が観察される。甕の

第６図 SI―０１出土遺物実測図
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口縁部（２）は復元口径１３．８㎝、複合口縁の立ち上がりが短めで端部は丸味をもち口縁下端の稜は鈍い。
口縁部内外ヨコナデ調整、外面下位に横ハケ目状の条痕が観察される。なお、取上№４は（２）よりやや
大振りな口縁で底部近くまで遺存するが、脆弱なため復元はかなわなかった。甕の口縁部（３）は約１／
１２の遺存で口縁部内面～外面頸部にかけて赤彩が認められる。口縁部残存部に櫛描平行沈線を施す。鼓
形器台の受部（４）は復元口径２５．８㎝、比較的大形である。内面横方向の幅広のヘラ磨き、外面は風化が
進むがヨコナデ調整前の斜めハケ目が観察される。鼓形器台の脚台部（５）は底径１６．４㎝、風化剥落がす
すみ調整不明瞭ながら一部外面にヘラ磨きを観察する。低脚坏（６）は口径１３．１㎝、底径３．５㎝を測る。
脆弱で剥落すすむが外面坏部の一部にヘラ磨きを観察する。高坏の坏部（７）は復元口径１４．０㎝を測る。
外面は縦ハケ目後ナデ、内面はヘラ磨きとみられるが暗文状の磨きは認められない。体部（８）は精緻な
胎土で精製、橙色の色調、内外面横位の密なヘラ磨き調整、周辺では見かけない器形である。土玉（９）
は外径３．３㎝、貫通する内径６㎜の孔が中央にある。磨製石斧（１０）は刃部やや上位から上部を欠損し、
刃部は厚さ２．５㎝の扁平な体部からほぼ均等に刃部を研ぎ出す。重量１４３．１１３gを測る。軽石製の栓もし
くは鏃身状の（１１）は径１．７㎝、遺存長４．３㎝を測り、先端は尖り状となる。
２．土坑 SK―０２・０３（第４～６図、巻頭図版１・２、図版１～４）
調査区中段で土坑２基、SK―０２・０３を検出した。SK―０１は試掘Tr３で検出した後、SD―０４の北端部と
判明し欠番とした。SK―０２は中段の中央部、標高２０．９２mで検出した。長軸１４４㎝、短軸１２８㎝の平面隅
丸方形状を呈し、検出面から深さ８５㎝を測る。地山を深く掘り込んでおり、断面は椀状で東側の壁面の
立ち上がりは急傾斜である。埋土は第６～１２層に分かれる。上層にSD―０６・０７が重なることから、上層

第７図 SK―０２・０３実測図（S＝１：３０）
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で糸切リ底部など土師器片が出土している。SK―０３は、中段の北壁寄り、標高２０．５９mで検出した。長
軸７６㎝、短軸７１㎝のやや角張る楕円形を呈し、検出面から深さ４６㎝を測る。地山を深く掘り込んでお
り、断面は逆台形に近い椀状である。埋土は第３層に分かれる。遺物は底部糸切り土師器片など土師器
片１０点程が出土している。SD―０７と重なるが断面状況からSD―０７より後出の可能性がある。
３．溝状遺構 SD―０１～０８（第４・５・８図、巻頭図版１・２、図版２・５～７・１６）
調査区中段で溝状遺構８条、SD―０１～０８を検出した。SD―０１は上段東端、試掘Tr３で南端を検出して

おり、斜面の傾斜に対し直交気味のN－２５°－Eへ軸をとり中程でSD―０５と重なる。幅４２㎝、深さ４㎝を
測る。SD―０５は北壁面よりSD―０１の下位下層にあたるとみられ、第２２層上面で玉縁の白磁碗（第８図
１；取上№１８）が出土している。SD―０２は中段下位の標高２０．４１mで検出、試掘Tr３でも確認されていた
溝である。南側は調査区外へ、北側はL字状に屈曲して終える。幅１５㎝程度に対し深さ１５㎝と断面U字
形のしっかりした掘方で検出長６．８５mを測る。SI―０１の壁溝に類似し、あるいはSI―０１と同様な建物が存
在した可能性も考えられる。SD―０３はSD―０２の下位に位置し、幅３０㎝、断面椀状で深さ１６㎝を測る。
SI―０１南東壁まで続く。遺物は古墳時代前期甕口縁部片などが僅かに出土している。SD―０４は今回の調
査で、令和４年度調査地のSD―０４の延長部を確認すると共に試掘Tr３のSK―０１が北側の終結であること
が明らかとなった。長さ５．２０m、幅７６㎝、断面U字形で深さ６９㎝を測る。主軸はN－４０°－Eに振る。底
面は令和４年度調査地を含め１９．４２m前後とほぼ一定の高さを保つ。令和４年度出土土器と同様な弥生
時代後期後半の甕口縁部片と土器細片数点が出土している。SD―０６とSD―０７は、SD―０１・０５の下位に配
置し、北壁断面やSK―０２断面からSD―０７がSD―０６より新しい。SD―０６は北壁付近で緩やかに西側へ湾曲、
SD―０６・０７北側は調査区外へ広がりSK―０２以南については明確にできなかった。現状でSD―０６は幅３２㎝、
深さ３０㎝、SD―０７は幅２８㎝、深さ２２㎝である。SK―０２上層のSD―０７から糸切り底部の土師器坏（第８図
２）（３；取上№１７）が出土している。（２）は復元口径１５．６㎝、器高４．５㎝を測り（３）と同様に内外ヨコナ
デ調整。SD―０８は中段やや下位の北壁際で検出しており、幅２８㎝、深さ３２㎝を測る。
４．ピット状遺構 P―１～４７（第４・５・９・１０図、巻頭図版１・２、図版２・１０～１４）
調査区上段で３基、中段で３６基、下段で１９基、計５８基のピットを検出した。SI―０１内で検出したピッ

ト６基についても一覧表（第１表）に含めている。深さが１０㎝に満たない小規模なピットは１０基、深さ１０
㎝代が１９基、２０㎝代が１０基、３０㎝以上は１９基、６０㎝以上はP―０４・３２・３３・３５・４５・５４がある。P―７１に
ついては通常のピットとは形状が異なり、令和４年度P―４７のような建物に付随した何らかの機能をも
つ遺構と考えられる。
５．出土遺物（第４・６・８図、図版４・５・１６）
出土した遺物は、コンテナ（容量５４×３４×２０cm）約４箱分である。弥生土器、土師器、須恵器、白磁、
土玉、磨製石斧、軽石製栓などがある。遺物の大部分はSI―０１およびSI―０１上層で出土した古墳時代前期
の遺物でコンテナ約３箱分、次いで糸切底部の坏や土師器体部片、須恵器については坏蓋天井部片や体
部片など７点である。SI―０１出土（第６図１～１１）、SD―０５・０７出土（第８図１～３）の図化を行った。P―
３２第２層出土№１（第９図）は土師器底部糸切り坏である。京都系土師皿や瓦質土器は出土していない。

第８図 SD―０５・０７出土遺物実測図
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第９図 P―１１～４０実測図（S＝１：３０）
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第１０図 P―４１～５８実測図（S＝１：３０）
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第１表 布勢遺跡検出ピット一覧表

調査区 遺構名 法量（㎝） 底面標高
（m） 埋 土 出土遺物 備 考長径 深さ

令和３年
試掘Tr３

P―０１ ３０ ８ ２１．１７ １ 灰黄褐色砂質土１０YR４／２（やや締まる。） ―

P―０２ ３１ ３３ ２０．００

１ 灰黄褐色粘質土１０YR４／２（炭片を僅かに含む。締まる。）

土師器片
２ 灰黄褐色粘質土１０YR４／２（１よりやや明。０．３㎝大の黄褐色土ブロックを含む。）
３ 灰黄褐色粘質土１０YR４／２（２より黄褐色土ブロックの含み多い。）
４ にぶい黄褐色粘質土１０YR４／３（０．３～１㎝大の明黄褐色土ブロックを含む。締まりや
や弱い。）

P―０３ ２３ １０ １９．９２ １ 褐灰色粘質土（やや褐色かかる。０．３㎝大の黄褐色土ブロックを含む。） ―

P―０４ ４５ ６２ １９．６０

１ 灰黄褐色粘質土１０YR４／２（０．３～０．５㎝大の黄褐色土ブロックを僅かに含む。締まり
弱い。）

丸底部片２ 灰黄褐色粘質土１０YR４／２（１～３㎝大の黄褐色土ブロックを含む。締まり弱い。）
３ 灰黄褐色粘質土１０YR４／２（１・２より灰色かかり暗。１より１㎝大のブロックを密

に含み、締まる。）
P―０５ ２９ １２ ２０．８６ １ 黄褐色粘質土１０YR５／６（灰黄褐色土を含む。） ―
P―０６ ３９ ２２ ２０．８８ １ 黄褐色粘質土１０YR５／６（灰黄褐色土を含む。） ―
P―０７ ２３ １４ ２０．３７ １ にぶい黄褐色粘質土１０YR４／３（黄褐色土混じり。） 土師器細片
P―０８ １８ １３ ２０．２５ １ にぶい黄褐色粘質土１０YR４／３（０．３㎝大の明黄褐色土ブロックを含む。） ―

P―０９ １８ １３ １９．９３ １８ にぶい黄褐色粘質土１０YR４／３（粘質大。炭片を含む。褐色土の含み多い。） 土師器片１９ 黄褐色粘質土１０YR５／６（１８より明黄褐色土ブロックの含み多く締まり弱い。）
P―１０ １８ １３ １９．９３ １ 褐灰色粘質土１０YR４／１（０．３㎝大の黄褐色土ブロックを僅かに含む。締まる。） 土師器片

令和６年
調査地

P―１１ ２３ １１ ２０．７７ １ 黒褐色シルト１０YR３／２（０．５～２㎝大の黄褐色土ブロックを若干含む。） ―

P―１２ ４３ ５０ ２０．０１

１ 黒褐色シルト１０YR３／２（０．５㎝前後の黄褐色土ブロックを含む。炭片を含む。）

―２ 黒褐色シルト１０YR３／２（黄褐色土ブロックを１より多く含む。）
３ 黒褐色シルト１０YR３／２（２よりやや明で締まる。崩れた黄褐色土ブロックを多く含

む。）
P―１３ ２８ １９ ２０．３５ １ 黒褐色シルト１０YR３／２（０．５㎝前後の黄褐色土ブロックを含む。） ―
P―１４ ４８ １２ ２０．４２ １ 黒褐色シルト１０YR３／２（崩れた黄褐色土ブロックを多く含む。） ―

P―１５ ３４ ２２ ２０．２７
１ 黒褐色シルト１０YR３／２（炭片を含む。）

―２ 黒褐色シルト１０YR３／２（崩れた黄褐色土ブロックを含む。）
３ 黒褐色シルト１０YR３／２（２よりブロックの含み多く炭片を含む。）

P―１６ ２６ １６ ２０．３７ １ 黒褐色シルト１０YR３／２（炭片を含む。） ―
―２ 黒褐色シルト１０YR３／２（０．３㎝大の黄褐色土ブロックを僅かに含む。）

P―１７ １７ １２ ２０．６０ １ 黒褐色シルト１０YR３／２（０．５㎝大の黄褐色土ブロックを含む。） ―
P―１８ ２０ １２ ２０．４１ １ 黒褐色シルト１０YR３／２（０．３㎝大の黄褐色土ブロックを均一に含む。） ―
P―１９ ２１ ６ ２０．５４ １ 黒褐色シルト１０YR３／２（僅かに０．３㎝大の黄褐色土ブロックを含む。炭片を含む。） ―
P―２０ ２６ １３ ２０．４６ １ にぶい黄褐色シルト１０YR５／３（１㎝大の黄褐色土ブロックを含む。） ―
P―２１ ２０ １１ ２０．３７ １ にぶい黄褐色シルト１０YR５／３（０．３㎝大の黄褐色土ブロックを含む。） ―
P―２２ ２３ ２０ ２０．３４ １ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（１～２㎝大の黄褐色土ブロックを含む。） 土師器細片

P―２３ ３０ ５９ １９．９７
１ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（崩れた黄褐色土ブロックを含む。）

土師器坏片２ 黒褐色シルト１０YR３／２（炭片を含む。０．３㎝大の黄褐色土ブロックを僅かに含む。）
３ にぶい黄褐色シルト１０YR５／４（崩れた黄褐色土ブロック。締まる。）

P―２４ １７ ２０ ２０．３６ １ 黒褐色シルト１０YR３／２（０．３㎝大の黄褐色土ブロックを僅かにに含む。） ―

P―２５ ２３ ２８ ２０．２４ １ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（１㎝大の黄褐色土ブロックを含む。） ―２ にぶい黄褐色シルト１０YR５／４（崩れた黄褐色土ブロックを密に含む。。締まる。）

P―２６ ４０ ４１ ２０．５１

１ 黒褐色シルト１０YR３／２（僅かに崩れた黄褐色土ブロックを含む。）

―２ 黒褐色シルト１０YR３／２（１より黄褐色土ブロックの含み多く締まる。）
３ 黒褐色シルト１０YR３／２（２より黄褐色土ブロックを密に含み締まる。）
４ 黒褐色シルト１０YR３／２（２に似る。炭片を含む。）

P―２７ ３１ ３２ ２０．６０ １ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（０．３～１．５㎝大の黄褐色土ブロックを含む。） ―２ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（１より明で黄褐色土ブロックの含み多い。）

P―２８ ３５ ３３ ２０．３７
１ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（１㎝前後の黄褐色土ブロックを含む。）

土師器細片２ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（１より黄褐色土ブロックの含み多く締まる。）
３ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（２より若干暗。締まる。）

P―２９ ２５ ２８ ２０．２８ １ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（炭片を含む。１㎝大の黄褐色土ブロックを含む。） ―２ にぶい黄褐色シルト１０YR５／４（崩れた黄褐色土ブロックを含む。締まる。）
P―３０ １８ ２５ ２０．２８ １ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（０．３㎝大の黄褐色土ブロックを若干含む。炭片を含む。） ―
P―３１ ２１ ７ ２０．４５ １ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（１㎝大の黄褐色土ブロックを含む。） ―

P―３２
P―３３ ６０ ６０ １９．９３

１ 黒褐色シルト１０YR３／２（０．１～４㎝大の黄褐色土ブロックを含む。炭片を含む。）

土師器片２ 黒褐色シルト１０YR３／２（崩れた黄褐色土ブロックを１より多く含む。）
３ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（崩れた黄褐色土ブロックを多く含む。よく混ざる。）
４ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（３より明で黄褐色土ブロックの混ざり多い。）

P―３４ ２３ １４ ２０．３４ １ 黒褐色シルト１０YR３／２（０．３㎝大の黄褐色土ブロックを均一に含む。炭片を含む。） 土師器片

P―３５ ２６ ６５ １９．７９ １ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（僅かに０．５㎝大の黄褐色土ブロックを含む。炭片を含む。） ―２ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（１より暗で黄褐色土ブロックの含み少。）

P―３６ ３６ ４５ ２０．００ １ 黒褐色シルト１０YR３／２（僅かに０．５㎝大の黄褐色土ブロックを含む。炭片を含む。） 土師器片２ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（崩れた黄褐色土ブロックを含む。）

P―３７ ２８ ５２ ２０．０３ １ 黒褐色シルト１０YR３／２（僅かに１㎝大の黄褐色土ブロックを含む。） ―２ 黒褐色シルト１０YR３／２（１より明で黄褐色土ブロックの含み多い。締まる。）
P―３８ ２６ １７ ２０．０６ １ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（炭片を含む。０．５～１㎝大の黄褐色土ブロックを含む。） ―

P―３９ ２３ ３３ １９．７７ １ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（僅かに炭片を含む。０．３～０．５㎝大の黄褐色土ブロックを
若干含む。） ―

P―４０ ２５ ２８ １９．８０ １ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（炭片を含む。僅かに０．５㎝大の黄褐色土ブロックを含む。） ―

P―４１ ７５ １２７ １９．１５ １ にぶい黄褐色シルト１０YR５／４（１㎝大の黒褐色土ブロックを多く均一に含む。） ―２ にぶい黄褐色シルト１０YR４／３（１より暗で締まる。）
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調査区 遺構名 法量（㎝） 底面標高
（m） 埋 土 出土遺物 備 考長径 深さ

令和６年
調査地

P―４２ ２０ １８ １９．８５ １ 黒褐色シルト１０YR３／２（０．５㎝大の黄褐色土ブロックを含む。） ―
P―４３ ２９ ２１ １８．９９ １ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（１㎝大の黄褐色土ブロックを含む。） ―
P―４４ １７ ８ ２０．０１ １ 黒褐色シルト１０YR３／２（０．３㎝大の黄褐色土ブロックを含む。） ―

P―４５ ３０ ６４ １９．４３ １ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（０．３～０．５㎝大の黄褐色土ブロックを含む。） 土師器片２ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（１より締り弱くブロックの含み多い。）
P―４６ ３１ ２７ １９．８０ １ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（炭片を含む。０．３㎝大の黄褐色土ブロックを僅かに含む。） 土師器細片

P―４７ ３２ ７０ １９．３３
１ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（０．５～１㎝大の黄褐色土ブロックを多く含む。）

―２ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（１より暗で黄褐色土ブロックの含み僅か。締まる。）
３ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（１・２より明で黄褐色土ブロックを密に多く含む。）

P―４８ ２６ ３４ １９．２３ １ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（１㎝大の黄褐色土ブロックを含む。炭片を含む。） ―２ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（１より明でブロックの含み多い。）
P―４９ ２４ ６ １９．４５ １ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（崩れた黄褐色土ブロックを含む。） ―

P―５０ ２３ １８ １９．２３ １ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（炭片を含む。僅かに０．５㎝大の黄褐色土ブロックを含む。） 土師器細片２ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（黄褐色土ブロックを密に含む。）
P―５１ ２３ ８ １９．２８ １ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（崩れた黄褐色土ブロックを含む。炭片を含む。） ―
P―５２ ３２ ７ １９．２８ １ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（炭片を含む。０．３㎝大の黄褐色土ブロックを含む。） ―
P―５３ ２６ １５ １９．２８ １ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（１㎝大の黄褐色土ブロックを含む。） ―

P―５４ ２３ ６１ １９．９３ １ にぶい黄褐色シルト１０YR５／３（崩れた黄褐色土ブロックを密に含む。） ―２ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（炭片を含む。黄褐色土ブロックの含みごく僅か。）
P―５５ ２３ ７ ２０．２３ １ 黒褐色シルト１０YR３／２（０．３㎝大の黄褐色土ブロックを僅かに含む。） ―

P―５６ ２９ ３９ ２１．０１
１ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（０．３㎝大の黄褐色土ブロックを含む。）

―２ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（炭片を含む。１より黄褐色土ブロックの含み少で締まる。）
３ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（１・２より明で崩れた黄褐色土ブロックを多く含む。）

P―５７ ２１ ７ ２１．３８ １ 黒褐色シルト１０YR３／２（崩れた黄褐色土ブロックを含む。）攪乱か？ ―
P―５８ １７ ９ ２１．３９ １ 灰黄褐色シルト１０YR４／２（炭片を含む。崩れた黄褐色土ブロックを含む。） ―

第３節 まとめ
今回報告した布勢遺跡令和６年度調査地は、布勢遺跡の南西部、卯山の北西緩斜面に広がる標高２１．３
m前後の畑地である。令和４年度調査地の北側隣接地である。令和３年度試掘Tr３調査分を含め、竪穴
建物１棟、土坑２基、溝状遺構８条、ピット５８基を検出した。幅５m余りの上段平坦部では３基のピッ
トが検出されたが、令和４年度調査のような平安期のピットの広がりは認められず、同じく下段への段
差１．２mものＬ字状の地山加工も確認されなかった。今回、上段から下段へは緩やかな中段を経るがそ
の中段には底部糸切り土師器坏を出土する断面椀状のSD―０１・０５～０７が斜面傾斜に対し直交方向に掘り
込まれ、その下位にピットが配置する。下段は古墳時代前期のSI―０１が地山ローム層を掘り込み６m幅
以上の平坦面を造成している。SI―０１については壁際に棚状施設をもちP―４１についてはSI―０１の付随する
可能性も考えられる。またSD―０２については形状がSI―０１の壁溝に類似することから同様の建物であっ
た可能性もある。遺物出土量からも標高２０m前後において古墳時代前期後半期の居住域であったと考え
られる。今回SD―０４が長さ５．２０m、幅７６㎝、深さ６９㎝の完結する溝と確定し、弥生時代後期後葉以外に
新しい時期の遺物の出土はない。ただ他に弥生時代の遺構は確認されず、この遺構の性格についても今
後の課題である。
布勢遺跡を中心とする卯山周辺地域では、南西裾部に展開する帆城遺跡を含め、小規模な範囲の調査
ながら少しずつ調査成果が得られている（１）。特に天神山を望む北側地域では守護所が置かれた時期と重
なる１５～１６世紀代の遺構が見つかっている。従来、天神山城築城以前の卯山一帯は湖山池の水運を背景
として宗教・商業地として栄えた地域とされている。今回の調査においても１１・１２世紀代の集落にかか
わる遺構が確認され、それを裏付ける結果となった。また、弥生時代の集落本体については未確認なが
らも、弥生時代～近世初めと場所を移しながら展開した様子が窺える。湖山池への眺望の良さなどから
今後も開発が予想される地域であり注視していく必要がある。

註（１）布勢遺跡の既往調査で刊行された報告書として以下がある。
鳥取市教育委員会『平成１８（２００６）年度鳥取市内遺跡発掘調査概要報告書』２００７年
鳥取市教育委員会『平成３１（２０１９）年度鳥取市内遺跡発掘調査概要報告書』鳥取市文化財報告書第２９集 ２０２０年
鳥取市教育委員会『令和３（２０２１）年度鳥取市内遺跡発掘調査概要報告書―布勢遺跡』鳥取市文化財報告書第３２集
２０２２年
鳥取市教育委員会『布勢遺跡―個人住宅建設事業に係る発掘調査報告書』鳥取市文化財報告書第３４集 ２０２３年
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ふ り が な れいわ　　ねんど　　ふせいせき

書 名 令和６年度　布勢遺跡

副 書 名 個人住宅建設事業に係る発掘調査報告書

巻 次

シ リ ー ズ 名 鳥取市文化財調査報告書

シリーズ番号 第４０集

編 著 者 名

編 集 機 関 鳥取市教育委員会
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ふ り が な

所 収 遺 跡 名
ふ り が な

所 在 地
コ ー ド

北緯 東経 調査期間 調査面積
（㎡） 調 査 原 因

市町村 遺跡番号

ふ せ い せき

布 勢 遺 跡

とっとり し

鳥取市
ふ せ

布勢
３４２―８

３１２０１ １―３２６
３５°
３０′
１７″

１３４°
１０′
３３″

２０２４０７０２
～

２０２４０９０６
１３６ 個人住宅建設

所 収 遺 跡 名 種別 主 な 時 代 主な遺構 主 な 遺 物 特 記 事 項

ふ せ い せき

布 勢 遺 跡 集 落
弥生時代後期
古墳時代前期
平安時代後期

竪穴建物
土坑
溝状遺構
ピット

土師器
須恵器、白磁
弥生土器、土玉
石斧

・湖山池を見下す
古墳時代前期、
平安時代後期の
集落。

要 約

布勢遺跡は鳥取市布勢に所在する。湖山池東岸にそびえる卯山（標高３０m）に立地する国
史跡布勢古墳（全長６０m前方後円墳）の北西から北側斜面に展開する古墳時代前期、後期か
ら奈良期、平安時代後期を中心とする遺跡である。近年では弥生時代後期や１６世紀前半代
の遺構や遺物出土の報告も見受けられる。
今回の調査地は遺跡の南西域にあたり、南隣接地の調査を令和４年度に実施している。

今回の調査で、辺６m以上の竪穴建物状遺構、段状遺構の一部ともみられる溝状遺構、令
和４年度の続きの溝状遺構、土坑２基、ピット５８基を検出した。調査区の東側約１／３は
時期は不明ながら平坦に削平されており、西側に堆積した包含層からは１１・１２世紀代の底
部糸切り土師器や鍋口縁部片などが出土、下層には古墳時代前期後半期の遺物を含む。斜
面を段状に加工して平坦面を確保し傾斜に対し直交方向の溝状遺構を設けるなどして集落
を営んでいたとみられるが、遺構の重複状況から新しい時期ほど斜面上位を利用する傾向
が窺える。
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布勢遺跡
調査前状況（東から）

調査前状況（南西から）

調査区全景（東から）

図版１



調査区全景（北西から）

調査区中段（北西から）

調査区北壁断面（南西から）

図版２



SI―０１全景（北東から）

SI―０１東西断面（北東から）

SI―０１南北断面（南西から）

図版３



SI―０１遺物出土状況
（南西から）

SI―０１遺物（第６図５）
出土状況（南西から）

SI―０１遺物（第６図２）
出土状況（南西から）

図版４



SK―０２完掘（東から）

SD―０１、SK―０２断面（北西から）

SK―０３完掘（南西から）

SK―０３断面（南西から）

図版５



SD―０１・０５検出（南西から）

SD―０２・０３完掘（北東から）

SD―０４完掘（南西から）

SD―０２断面（南西から）

図版６



SD―０３断面（南西から）

SD―０４断面（北東から）

SD―０５断面（南西から）

SD―０８断面（南西から）

図版７



P―１完掘（北東から） P―２完掘（北東から）

P―５完掘（北東から） P―６完掘（北東から）

P―７完掘（北東から） P―８完掘（北東から）

P―９完掘（北から） P―１１完掘（北東から）
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P―１２完掘（南西から） P―１３断面（南西から）

P―１４完掘（南西から） P―１５完掘（南西から）

P―１６断面（南から） P―１７断面（北東から）

P―１８断面（南から） P―１９断面（南から）
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P―２０完掘（南西から） P―２１断面（南西から）

P―２２完掘（南西から） P―２３断面（南西から）

P―２４完掘（南西から） P―２５完掘（南西から）

P―２６断面（南西から） P―２７完掘（南西から）
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P―２８完掘（南西から） P―２９断面（南西から）

P―３０完掘（南西から） P―３１断面（南西から）

P―３３・３２完掘（南西から） P―３４完掘（南西から）

P―３５完掘（南西から） P―３６完掘（南西から）
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P―３７断面（南西から） P―３８断面（南西から）

P―３９断面（南西から） P―４０完掘（南西から）

P―４１完掘（北東から） P―４２断面（南西から）

P―４３断面（南西から） P―４４断面（南西から）
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P―４５完掘（南西から） P―４６断面（南西から）

P―４７断面（南西から） P―４８完掘（南西から）

P―４９断面（南西から） P―５０断面（南西から）

P―５１断面（南西から） P―５２断面（南西から）
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P―５３断面（南東から） P―５４断面（南西から）

P―５５断面（南西から） P―５６断面（南西から）

P―５７断面（南西から） P―５８断面（南西から）

調査区南壁面攪乱穴（北東から）
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布勢遺跡SI―０１出土遺物（１）
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布勢遺跡SI―０１出土遺物（２）

布勢遺跡SD―０５・０７出土遺物

図版１６
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